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   A statistic survey was made on the patients undergoing operations between July, 1983 and June, 
1993. The total number of patients was 1780, comprising 1469 males and 311 females. The most 
frequent organ was the prostate with 526 cases (29.6%), followed by 415 (23.3%) penile and scro-
tum cases, and 290 (16.3%) bladder cases. Major operations were transurethral resection of prostate 
(418 cases) and bladder tumor (191 cases). 
                                                (Acta Urol. Jpn.  40: 1127-1130, 1994) 













































































ESWLが 保 険 適応 とな った 翌 年 の89年に は最 低 の 年
間131件とな った.し か し,そ の後 ふ たた び年 間200件
弱 まで増 加 して い る,
2.性 ・年 齢 別分 布
10年間 の総 手術 件 数 は1,780件で(Tablel),男性
は1,469名,女性 は311名で あ り,男 女 比 は47'1で
あ った,年 齢 別 にみ ると60歳台 が 最 も多 く419名24.O
%),つ い で70歳 台372名(21.1%),50歳台246名


































































術 式 83.7～86。7～89.7～ 計 術 式 83.7～86.7～89.7～ 首十
腎 全 摘 除 術
腎 尿 管 全 摘 除 術
腎 部 分 切 除 術
観血的腎痩造設術
経虞的腎痩造設術(PNS)
腎 嚢 胞 切 除 術
経皮的腎嚢胞穿刺術
腎 切 石 術
腎 孟 切 石 術
経 皮 的 腎 砕 石 術(PNL)
腎 孟 形 成 術













































膀 胱 尿 道 全 摘 除 術
膀 胱 部 分 切 除 術
TUR-Bt
(Tu・biopsy,TU・Cを含む)
膀 胱 痩 造 設 術
膀 胱 脱 手 術
経 尿 道 的膀 胱砕 石 術


































術 式 83.7-86.7-89.7一 計
TabIe4,Diseaseoftheureter
術 式 83.7～86.7～89.7～ 言十
尿 管 切 石 術
経尿道的尿管砕石術(
TUL)
回腸 導 管 造 設 術
尿管皮膚撰造設術



































直 視下 内 尿 道切 開術
前 立 腺 針 生 検
カ ル ン ケ ル 切 除 術
































TULと 略す)導入後,尿 管切石術は減少 し,その
















































術 式 83.7～86.7-89.7～ 計
環 状 切 開 術
背 面 切 開 術
陰 茎 形 成 術





精 巣 上 体 摘 除 術



































































術 式 83.7-86.7～89.7～ 計
副 腎 摘 出 術0
後腹膜 リンパ節廓清術2
後腹膜,そ の他の手術1


























































3)梅川 徹,際本 宏,井 口正典,ほ か:後腹膜 リ
ンパ節郭清術後の逆行性射精による不妊症に対す
る配偶者間人工受精の有用性について.日 泌尿会
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